
豊平川安全利用検討会の検討方針 

 

本検討会では、依然として跡を絶たない豊平川の水難事故に対して、それを回避または軽

減するために河川管理者としてできる取り組みについて検討するものであり、豊平川を対

象として水難事故の原因分析、利用者の意識調査を行い、水難事故の発生を回避または軽

減するための改善策の検討を行います。 
 

河川利用の原則

・公共用物の自由使用の原則
・河川利用の自己責任の原則

背 景

問題認識
水難事故の発生を回避または軽減するために河川
管理者が積極的に取り組めることがあるのでは？

課題点の
抽 出

・ 河川利用者の自然に対する認識不足
・ 河川利用に関する情報提供の不足
・ 河川構造物等に危険性が内在 等

事故原因の分析
利用者の意識調査

改善策の方向性

・ 河川情報提供の充実
・ 河川利用者等の啓発
・ 巡視 等

ソフト
・ 利用面を考慮した構造物等の
維持修繕

・ 河川構造物の改善 等

ハード

「豊平川の安全利用に向けた取り組み方針（仮称）」
の取りまとめ

依然として跡を絶たない水難事故

豊平川の特性

・札幌中心市街地を貫流し、河川利用が盛ん
・都市域においては日本一の急勾配

 

図 本検討会における検討のイメージ図 

※上記はイメージとして作成したものであり、内容については今後検討会の中で協議していきます。 



 
参考：河川利用の分類と本検討会の対象範囲 

 

河川利用は、一般の方々による日常的な利用と、イカダ下りなどのイベントとしての利用

が考えられる。このうちイベント利用については、主催者等により安全性への配慮がなさ

れているが、日常利用については、安全性の確保は利用者の判断に依存している。 
水面や水際では、様々な危険性を内在しているにもかかわらず、利用者の危険性に対する

意識が低いため、事故が多発していると考えられる。 
上記のことより、本検討会では、豊平川の水面・水際の利用を対象とし、日常利用を中心

として水難事故の発生を回避または軽減するための改善策を検討する。 
 

日常利用

イベント利用

水面・水際利用

河川敷・堤防利用

釣り、水遊び、カヌーなど

スポーツ、散策、休憩など

水面・水際利用

河川敷・堤防利用

イカダ下り

花火大会、その他イベント

主催者等が安全性に配
慮している

安全性の確保は利用者
の判断に依存

※

※

河川利用

本検討会の対象範囲

 

図 河川利用の分類と本検討会の対象範囲 

 




